
Design	Color	
Yellow	
R	249	G	190	B	0	

Orange	
R	236	G	108	B	0	

Pink	
R	230	G	49	B	120	

Lavender	
R	200	G	78	B	150	

Violet	
R	145	G	72	B	151	

Purple	
R	105	G	48	B	141	

Sky	Blue	
R	0	G	184	B	238	

Blue	
R	0	G	77	B	160	

Yellow	Green	
R	126	G	191	B	65	

Green	
R	0	G	157	B	98	

Turquoise	
R	0	G	176	B	168	

Dull	Tone	
Yellow	
R	186	G	142	B	0	

Orange	
R	177	G	79	B	0	

Pink	
R	174	G	31	B	91	

Lavender	
R	151	G	55	B	115	

Violet	
R	110	G	50	B	116	

Purple	
R	79	G	29	B	109	

Sky	Blue	
R	0	G	140	B	180	

Blue	
R	0	G	56	B	125	

Yellow	Green	
R	93	G	145	B	46	

Green	
R	0	G	121	B	74	

Turquoise	
R	0	G	134	B	128	

Brand	Color	
Ryukoku	Red	
R245	G0	B0	

Ryukoku	Gray	
R176　G191　B200	

Sub	Color	
Gray	
R113　G113　B113	

Blue	Gray	1	
R98　G122　B134	

Blue	Gray	2	
R150	G169	B179	

Blue	Gray	3	
R203	G213	B220	

Blue	Gray	4	
R229	G235	B238	

ファーマーフィールドスクールは農業従事者の知識
とよりよい実践の導入を向上させ、農業生産と収入
を増加させる。しかし、知識とよりよい実践はプロ
グラムに参加していない近隣の農業従事者には伝播
せず、大規模なプログラムは効率的ではない。 

ファーマーフィールドスクールは小さなパイロットプログラムに 
おいては農業実践、収穫、収入を向上させるが、 
大規模なプログラムにおいてはそうではない 

 
何についてのレビューか? 
ファーマーフィールドスクールの目的は、農家がよ
りよい決定をできるようになるスキル向上させるこ
とにある。異なるプログラムは異なる目的を持って
いるが、それらはたいてい農薬の使用を減少させる
ことや、よりよい農業実践の促進や、収穫量や収入
を増やすことを目的としている。ファーマーフィー
ルドスクールはファシリテーターを用いて、農業の
シーズンまるまるにおいて、参加型で、経験的な学
習手法を取る。例えば、ファーマーフィールドス
クールは農業従事者たちが異なる農業手法との結果
を比較できる場合には、「実践のプロット」を用い
る。肥料を用いることのような単純な実践を主に教
えるような既存の農業拡張プロジェクトとは対照的
に、ファーマーフィールドスクールはしばしば全体
的な技術、例えば総合的害虫管理などを教える。 
 
ファーマーフィールドスクールは広くアジア、アフ
リカ、ラテンアメリカにおいて用いられており、お
およそ1000万から1500万の農家に行きわたってい
る。このレビューはファーマーフィールドスクール
が農業従事者の知識や実践を変化させることや、収
穫や収入、環境への影響や農業従事者のエンパワメ
ントを向上させるうえで持っている影響について検
証している。 
 
含まれている研究は何か? 
このレビューは低・中所得国において行われた92の
影響評価研究を含んでいる。これらの研究には、
ファーマーフィールドスクールプロジェクトを変化
させるうえで障壁となるもの、促進する要因となる
ものについての20の質的評価が含まれている。 
 
 
 

アジア、アフリカ、ラテンアメリカ
においては、少なくとも1000万人の
農業従事者がファーマーフィールド
スクールを卒業している 

このレビューの目的は何か? 
このキャンベルシステマティックレビューは、
低中所得国において、ファーマーフィールド
スクールが中間的なアウトカム（例えば知識
や農薬使用）と最終的なアウトカム（例えば
農業における収穫量、収入、エンパワメン
ト）を向上させるうえでどんな効果を持って
いるかについて検証している。また、プログ
ラムの成功と失敗と結びつけられた実施上の
ファクターについても検証している。このレ
ビューは92の影響評価から得られたエビデン
スを統合しており、うち15は政策志向の知見
とするにふさわしいものであり、20は質的研
究であった。 
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ファーマーフィールドスクールが農業と環境のアウ
トカムに対して持つ影響は何か? 
ファーマーフィールドスクールは農業従事者の知識
を向上させ、利益と生むような実践の導入を促進し、
農薬の過剰使用を減少させる。このことは農家に対
して正のアウトカムをもたらす。平均して、農業収
穫高は13パーセント上昇し、収入は20パーセント
上昇した。しかし、これらのアウトカムのための証
拠は短期間のパイロットプログラムの評価に由来す
るものであり、バイアスのリスクが低い研究はな
かった。 
 
 
小規模なパイロットプログラムにおいては、ファー
マーフィールドスクールは農業従事者の知識を改善
させ、有益な実践の導入をもたらし、収穫高や収入
を増加させる 
 
 
国家規模で行われるプログラムにといては、実践か
ら2年以降経ってから行われた研究によってプログ
ラムから正の結果を得ることはできなかった。大規
模なプログラムにとっては、適切なファシリテー
ターをリクルーティングしたりトレーニングしたり
することが問題であった。 
 
 
ファーマーフィールドスクールのアウトカムは 
何か? 
エンパワメントは多くのファーマーフィールドス
クールの主要な目的であるが、このアウトカムにつ
いて情報を集めた厳密な研究はわずかしかなかった。
わずかな質的研究によって、ファーマーフィールド
スクールに参加した農業従事者はより自信を持って
いるということが示唆された。 
 
ファーマーフィールドスクールに参加していない農
業従事者は、ファーマーフィールドスクールに参加
した近隣の農業従事者から学ぶわけではない。
ファーマーフィールドスクールにおいて教えられる
複雑な概念は、恐らく会話や自学によって学ぶこと
は難しく、ゆえにファーマーフィールドスクールで
得られる経験は介入が働くことの重要な理由となる。 
 
このレビューの知見が意味していることは何か? 
ファーマーフィールドスクールは特定の文脈におい
ては効果的であり、徐々にスケールアップしていく
のに適しているが、大規模な問題には適していない
ようである。しかし、ファーマーフィールドスクー
ルについて大規模に実施した場合についてのエビデ
ンスベースは限られている。ゆえにより一層厳密な
研究、国家規模でのプログラムの実践と効果につい
て検証する研究が求められている。 
 

 
この研究がいかに最新のものか? 
このレビューの著者は2012年8月までに発
表された研究について調査した。また、こ
のキャンベルシステマティックレビューは
2014年9月に発表された。 
 
キャンベルコラボレーションとは何か? 
キャンベルコラボレーションとは、国際的
であり、自発的であり、非営利の研究ネッ
トワークで、システマティックレビューを
出版している。我々は社会科学や行動科学
のプログラムのエビデンスについて要約し、
その質を評価している。我々の目的は、
人々がよりよい選択をすること、よりより
政治的決断をすることを助けることである。 
 
この要約について 
この要約はRuth Pittによってキャンベル
システマティックレビュー「農業の実践と
農業従事者のアウトカムを向上させるため
のファーマーフィールドスクール」
（Hugh Waddington, Birte Snilstveit, 
Jorge Hombrados, Martina Vojtkova, 
Daniel Phillips, Phillip Davies and 
Howard White2014年6月）に基づいて書
かれている(DOI: 10.4073/csr.2014.6)。
Tanya Kristiansenがこの要約をデザイン
し直し編集した。この要約を作成するうえ
で、アメリカ研究基金による金銭的な支援
があったことを明記しておく。 
 
 


